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は じ め に

植物ウ イ ル ス に は， 昆虫， ダニ ， 線虫 な ど の微小動物

に よ っ て媒介 さ れ る も の が 多 い 。 こ の う ち の大半が昆虫

に よ っ て 媒介 さ れ る も の で あ る 。 近年， 施設栽培の花や

野菜で， ア ザ ミ ウマ類， コ ナ ジ ラ ミ 類， ア ブ ラ ム シ類，

ダニ類な ど の微小害虫が多発 し ， 大 き な被 害 を及ぼ し て

い る が， ウ イ ル ス の ベ ク ター と し て も 重要であ る 。 こ こ

では， こ れ ら 微小害虫が媒介す る 野菜 ・ 花 き 類のウイ ル

ス 病の最近の動向 に つ い て 述べ る 。 な お， 虫媒性ウイ ル

ス に つ い て は， い く つ か の 総 説 (福 士 ら ， 1986 ; 輿良

ら ， 1983) が あ る の で， そ ち ら も 参照 し て い た だ き た
し'0

I アザミウマ類

ア ザ ミ ウマ 類 に よ り 媒介 さ れ る ウ イ ル ス に は， ト マ ト

黄化 え そウイ ル ス (TSW V) ， Impatiens necrotic spot 

virus ( I N SV ) ， Tomato chl orot ic  spot virus 

(TCSV) ， Groundnut ring spot virus (GRSV) (PETERS 

et al.， 1996) ， ス イ カ 灰白 色斑紋 ウ イ ル ス Watermel on

sil ver mottl e  virus (W SMV) (IW AKl et al . ，  1984) ， メ

ロ ン 黄 化 え そ ウ イ ル ス Mel on yell ow spot virus 

(MY SV) (加藤 ら ， 1994) な ど が あ り ， Bunyaviridae 

科To ゆo virus 属 に 属 す る も の が主 と な っ て い る (表-

1) 。 上記ウ イ ル ス の う ち ， 圏 内 で確認 さ れ て い る の は

TSW V  (小畠 ら ， 1976) ， W SMV (IWAKl et al . ，  1984) ， 

MYSV (加藤 ら ， 1994) お よ び INSV (入 山 ら ， 1999) 

の 4 種 で あ る 。 海外 で はTo ゆo virus 以 外 の タ バ コ 条斑

ウイ ル ス (TSV) ， プルヌ ス ネ ク ロ テ ィ ッ ク リ ン グ ス ポ

ッ ト ウイ ル ス (PNRSV) な ど も ア ザ ミ ウ マ に よ っ て 媒

介 さ れ る こ と が報告 さ れて い る (ULLM AN et al . ，  1997) 。

な お， To ゆo virus の ア ザ ミ ウ マ に よ る 伝搬 様式 は場殖

型の永続伝搬 で， 経卵伝染 は し な い と さ れて い る 。

1 ミ カ ン キ イ ロ アザミウマ Franklinielt.包occidenla.

lis (PERGAN D E) 

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマ は， 我 が 国 で は 1990 年 に 初

め て 確認 さ れ (早瀬 ら ， 1991 ) ， そ の 後 の分布拡大 と と
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も に TSW V の 発生 が キ ク (加藤 ら ， 1995) ， ガー ベ ラ

(加藤 ら ， 1996) ， レ タ ス (守川 ら ， 1997) ト ル コ ギ キ ョ

ウ (勝 部 ら ， 1998) ， ア ル ス ト ロ メ リ ア (高橋 ら ，

1998) ， シ ネ ラ リ ア (河野 ら ， 1998) な ど で大 き な問題

と な っ て い る 。 本虫 は 寄主範囲が広 く (早瀬 ら ， 1991) ， 

し か も TSW V の伝搬 効率が高 い こ と か ら (WU KA�IP et 

al . ，  1995 ; SAKURAl et al.， 1998 ; 竹内 ら ， 1998) ， 今後，

多 く の作物で本ウ イ ル ス が問題化す る と 考 え ら れ る 。 な

お， 従来， ト マ ト (小畠 ら ， 1976) ， ピー マ ン (米 山 ，

1980) に発生 し て い た TSW V は， 後述 す る よ う に ミ カ

ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマ 以外の ア ザ ミ ウマ がベ ク ター と さ れ

て い る 。

最近， 圏 内 で確認 さ れた INSV (入山 ら ， 1999) に つ

い て は， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウマ が唯一 のベ ク ター と さ

れて い る (WU KAMI' et al . ，  1995 ; DAUGHTREY et al.， 1997) 。

2 ミナミ キ イ ロ アザミウマ Thripsρalmi K.� RN \  

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は， 我 が国 で は 1978 年 に 宮

崎県で確認 さ れ， 野菜 ・ 花 き の 重 要 害 虫 と な っ て い る
(河合， 1993) 。 本 虫 はTOsþo virus 属 のW SMV お よ び

MY SV を媒介 し (IW AKI et al.， 1984 ; 加藤 ら ， 1994) ， 

ま た 低率 な が ら TSW V も 媒介す る こ と が知 ら れ て い る

(藤津 ら ， 1988) 0 W SMV は 1982 年 に 沖 縄 県 で確認 さ

れ， ス イ カ ， ト ウガ ン な ど のウ リ 科作物 に大 き な被 害 を

与 え て い る (外間， 1987) 0 MY SV は 1992 年 に静岡 県

の 温室栽培 メ ロ ン で初 め て 確認 さ れ (加藤 ら ， 1994) ， 

そ の後， 高知県の キ ュ ウ リ で も 本ウ イ ル ス に よ る と 考 え

ら れ る 被害が発生 し て い る (竹内 ら ， 1997) 。 静岡 県 で

は， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の徹底 し た 防 除 に よ り ，

MYSV の発生拡大 を食い止め， 根絶 に成功 し て い る 。

表 ー 1 アザミウマ類が媒介する主な TOsþovirus

アザミウマ ウイルス

ミカンキイロアザミウマ TSWV， INSV， (TCSV， GRSV) 

ミナミキイロアザミウマ WSMV， MYSV， TSWV 
ネギアザミウマ TSWV 
ダイズウスイロアザミウマ TSWV 

ヒラズハナアザミウマ TSWV， (TCSV) 

(Frankliniella schultzeil TSWV， (TCSV， GRSV) 

(F.ルsca) TSWV 

(F. biゅinosa) TSWV 

( )内は， 国内未確認
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3 その他のアザミウマ

我が固 に お け る TSWV のベ ク タ ー と し て， ミ カ ン キ

イロ ア ザ ミ ウ マ の発 生以前 に は， ト マ ト で ネ ギ ア ザ ミ ウ

マThriþs tabaci LIN O印刷 (小畠 ら ， 1976) お よ び ダ イ

ズ ウ ス イロ ア ザ ミ ウ マT. setosus MOULTON (小畠 ら ，

1984) ， ピ ー マ ン で ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ ミ ウ マF . intonsa 

(T RYBOM) (米 山， 1980) が報告 さ れ て い た 。 海 外 で は

TSWV な どTo ゆo vi nω のベ ク タ ー と し てF . sc hultzei 

(TRYBOM) ，  F .  fusca (HINOS) ，  F .  b i.ゅinosa が知 ら れ て

い る (PETERS et al . ，  1996 ; WEBB et al . ，  1998) 。

E コナジラミ類

コ ラ ジ ラ ミ 類 は， Geminivi rus 属， Clostero vi rus 属，

Po tyvi nω 属， Carla vi rus 属 の ウ イ ル ス を 媒 介 す る が，

特 にGeminivi rus と Clostero vi rus の ベ ク タ ー と し て 重

要であ る (GERLING et al . ，  1996 ; POLSTON et al . ，  1997 ; 

WISLER et al . ，  1998) 。 コ ナ ジ ラ ミ 類 に よ っ て媒介 さ れ る

主 要 な ウ イ ル ス を表-2 に示 し た 。

1 シルバーリーフコナジラミ Bem isia argent 助lii

BELLOWS & PERRING 

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ は， 発 見当初， タ バ コ コ ナ

ジ ラ ミ B. tabaci (GENNADIUS) と 考 え ら れ て い た が，

BELLOWS et al. ( 1994) に よ っ て 新種の B. a rgen ti，戸'olii

BELLOWS & PERRING と さ れた 。 我が国 で は 1989 年 に ポ イ

ン セ チ ア で発 見 さ れ (大戸， 1990) ， 様々 な 野菜 ・ 花 き

に 大 き な 被 害 を 与 え て い る (松井， 1995) 。 本 虫 は

Gemini virus の Tomato yell ow l eaf curl virus 

(TYLCV) ， Tomato gol den mosaic virus (TGMV) ， 

T omato mott1e virus (ToMoV) な ど のベ ク タ ー と な

っ て お り ， 我が国 で は TYLCV が 1996 年 に静岡 県 と 愛

知県の ト マ ト で確認 さ れて い る (KATO et al . ，  1998) 。 静

岡 県 で は TYLCV は ト マ ト 以外か ら は発 見 さ れ て い な

い こ と か ら ， こ の ウ イ ル ス の宿主 範囲 は狭 く ， ト マ ト を

主 要 な発 生源 と し て い る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 本 ウ イ ル

ス は 九州で も 確認 さ れた こ と か ら ， 今後， 発 生地域の拡

大が懸念 さ れ る 。 な お， 従 来， TYLCV は 経卵伝染 し

な い と さ れて い た が， 最近， 経卵伝染す る こ と が明 ら か

と な っ て い る (GHANIM et al . ，  1998) 。 今後， 海 外で問題

表 - 2 コ ナ ジ ラ ミ 類が媒介す る 主 な ウ イ ル ス

コ ナ ジ ラ ミ ウ イ ル ス

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ TYLCV， (TGMV， ToMoV な ど)

タ パ・コ コ ナ ジ ラ ミ TLCV， SPLV， TYLCV な ど
オ ン シツコ ナ ジ ラ ミ CuYV， (BPYV， TICV な ど)
( Trialeurodes ab叫tilonea) (TICV な ど)

( )内は， 圏内未確認

と な っ て い る 他 のGemini vi rus (TGMV， ToMoV な

ど) (POLSTON et al . ，  1997) に 対 す る監視 も 必 要 と な ろ

う 。

な お ， シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ は ， ト マ ト 果実 を は

じ め各種農作物の色素 に 関係 す る 異常症 の 原因 と な っ て

い る が (SCHUSTER， 1990;西 東 ・尾崎， 1991 ; 西 東，

1992) ， こ の臭常症 と ウ イ ル ス と の 関連 に つ い て は 明 ら

か に さ れて い な い 。

2 タバココナジラミ Bemis ia品abaci (GENNADIUS) 

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ は古 く か ら 圏 内 に 生息 し ， か つ て ，

ト マ ト 黄化萎縮病 と タ バ コ 巻葉病の病原 で あ る タ バ コ 巻

葉 ウ イ ル ス (TLCV) のベ ク タ ー と し て 問題化 し た こ と

が あ る (尾崎 ら ， 1976) 。 ま た ， サ ツ マ イ モ 葉巻病 の 病

原 で あ る サ ツ マ イ モ 葉 巻 ウ イ ル ス (SPLV) (OSAKI， 

1991) や TYLCV の ベ ク タ ー と し て も 知 ら れ て い る

(GERLING et al . ，  1996) 。 海外で は ， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ と

シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ で は ウ イ ル ス 伝搬 能力 に 差が

あ る こ と が報告 さ れて い る と い う (松井， 1995) 。

3 オンシツコナジラミTrialeurodes v，ゆorario rum

(WESTWOOO) 

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ は， 我 が 国 で は 1974 年 に 広 島 県

で初 め て確認 さ れ， 現在， 代表的 な施設害虫 と な っ て い

る 。 圏内 で は キ ュ ウ リ 黄化病 と メロ ン黄化病の病原であ

る キ ュ ウ リ 黄化 ウ イ ル ス (CuYV) (YAMASHITA， et al . ，  

1979) ， 海外で は Beet pseudoyell ows virus (BPY V) 

や Tomato infectious chl orosis virus (TICV) な ど

Clostero vi rus の ベ ク タ ー と し て 知 ら れ て い る (WISLER

et al . ，  1998) 。

4 その他

海 外 で はT. abutilonea (HALD印刷 ) が ト マ ト な ど に

Clostero vi rus を 媒介 す る と さ れ て い る (WISLER et al . ，  

1998) 。

E アブラムシ類

植物 ウ イ ル ス は， ア ブ ラ ム シ に よ っ て媒介 さ れ る も の

が最 も 多 い (福 士 ら ， 1986) 。 ア ブ ラ ム シ に よ る 伝搬 様

式 は， 非永続型， 半永続型， 永続型 (循環型) ， 永続型

(増殖型) の四つ に 類別 さ れ る 。 アブラムシ媒介性 ウイ

ル ス の 多 く は， 非永続的 に伝搬 し ， 1 種類 の ウ イ ル ス が
多種類の ア ブ ラ ム シ に よ っ て媒介 さ れ る 特徴があ る 。 例

え ば， キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス (CMV) は 81 種の ア

プ ラ ム シ で 媒 介 さ れ る (佐古 ， 1995) 。 な お， 亀谷 ら

(1999) は イ ン ゲ ン マ メ で発 生 し て い る CMV が モ モ ア

カ ア ブ ラ ム シ に よ り 半永続的 に伝搬 さ れ る こ と を 明 ら か

に し て い る 。
近年の新病害 と し て 報告 さ れた も の の 中 か ら ， ア プ ラ
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表-3 ア プラム シ類が媒介す る 花き類新病害の病原 ウ イ ル ス "'

ウ イ Jレ ス 宿主

Alfalfa mosaic virus ツノ ナ ス

Alstromeria mosaic virus ア ル ス ト ロメ リ ア

Amazon l i ly mosaic virus ユー チ ャ リ ス

Bean yellow mosaic virus ト ル コ ギキ ョ ウ

Braod bean wilt virus エ キ ザ カ ム ， ス タ ー チ ス ， デル フ
ィ ニ ウ ム ， リ ア ト リ ス ， Iレ ド ベ キ
ア

Chrysanthemum virus B マ ー ガレ ツ ト ， ミ ヤ コ ワ ス レ

Clover yellow vein virus リ ン ド ウ

Cucumber mosaic virus ゼラニ ウ ム ， ツキ ミ ソ ウ ， ツノ ナ

ス ， ヒ マ ワ リ ， ム ギ ワ ラギク ， ム

ラサ キ パレ ン ギク ， ル ド ベ キ ア ，
Jレ リ ジ サ

Rudbekia mosaic virus レ ド ベ キ ア

Tomato aspermy virus ジ ニ ア

Tulip breaking virus ケ シ類

Turnip mosaic virus ユ リ 類， ト ル コ ギキ ョ ウ

Watermelon mosaic virus 2 サギソ ウ ， ト ル コ ギキ ョ ウ

同 . ;荻原 (1998) か ら 抜粋 し た も の に， 日 本植物病理学会誌 63 巻 6

号�65 巻 2号 ま での原著 ま た は講演要旨に 報告 (媒介試験未実施 も

含む) さ れた も の を 追 加 し た .

ム シ媒介の ウ イ ル ス 病 を と り ま と め る と 以下の よ う に な

る 。 1989�95 年 に 圏 内 で発生 し た 主 要野菜 に お け る 97

の新病害 (我孫子， 1997) の う ち ， ア ブ ラ ム シ に よ っ て

媒介 さ れ る ウ イ ル ス 病 は 4 病害 (3 ウ イ ル ス ) で あ る 。

ま た ， 草花類の新 病害 と し て 報 告 さ れ た 延 べ 240 病原

(141 作物) (萩 原， 1998) の う ち ， ア ブ ラ ム シ に よ っ て

媒介 さ れ る ウ イ ル ス は延べ 26 ウ イ ル ス (22 作物) で，

CMV ( 7 作 物 ) と ソ ラ マ メ ウ イ ル ト ウ イ ル ス

(BBWV) (5 作物) の 2 種が主要 な も の と な っ て い る 。

そ の 後， 花 き 類で新た に 報告 さ れ た も の も 加 え 表 3 に

示 し た 。

W その他の微小害虫

野菜 ・ 花 き で は， ダニ類 も ウ イ ル ス のベ ク タ ー と し て

知 ら れて い る 。 シ ンピ ジ ウ ム な ど の ラ ン で は オ ン シ ツ ヒ

メ ハ ダニ Bre vipalpus cal ifornicus (BANKS) が ラ ン え そ

斑紋 ウ イ ル ス (OFV) を 媒介 す る (前 田 ら ， 1997) 。 ま

た ， フ シ ダ ニ の 一 種 チ ュ ー リ ッ プ サ ビ ダ ニAceria

tuli Pae (KEI FER) は， ニ ン ニク ダニ伝染 モ ザ イ ク ウ イ ル

ス (GMbMV) を 媒介す る (YAMASHITA et al.， 1996) 。

こ れ ら に つ い て は， 山下 (1997) の総説が詳 し い の で参

照 さ れた い。

お わ り に

海 外か ら 侵入 し た微 小害虫 の発生拡大 と と も に新 し い

ウ イ ル ス 病が次々 と 発見 さ れて い る 。 こ う し た微 小害虫

は薬剤抵抗性が高度 に 発達 し て い る も の が多 い こ と か

ら ， 防除 は困難を極 め て い る 。 特 に そ れ ら が媒介す る ウ

イ ル ス 病の対策 に は手 を焼 く こ と が多 い 。 こ の 点で， 静

岡 県 で発生 し た MYSV の根絶事例 は 参考 に 値 す る で あ

ろ う 。 当 県 で は 1992 年 1 月 に 一 部 地 域 の メロ ン 農 家

(32 戸) で MYSV が確認 さ れ た の を 受 け， 県， 生産者

団体， 市町村， 農家が連携 し て 薬剤 に よ る ミ ナ ミ キ イロ

ア ザ ミ ウ マ の根絶防除， 封 じ込 め ， 発生拡大防止 を 図 っ

た 。 そ の結果， 翌年 3 月 以降， 本 ウ イ ル ス 病 は全 く 認め

ら れ な く な っ た 。 本 ウ イ ル ス 病 の初 確認か ら l 年 3 か 月

で根絶 し た こ と に な る 。 い ち 早 い発生確認 と 関係機関 ・

地域 を挙げた 素早 い対応が何 よ り 重要 と 考 え ら れ る 。
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新刊紹介

「インドネシア・南カリマンタン州の食用作物 ・ 野

菜の害虫獣及び病害写真図版 ( 英文) J
Pests and di閣eases on food crops and vegitables 
in South Kalimantan， Indonesia in colour plates 
Nos.1-16. O. Mochida， K. Nakasono， K. Ueda， 
N. Shimizu， T. N akano， T. Kiyonaga and T. 
Higashimaki ( 1999) 農 用地整備公団， 東京， A4 
版， 24pp. 

こ の 印刷物 は， 農用地整備公団 が イ ン ド ネ シ ア 移住省
と 共 同 で， 1995 年か ら 5 年間 に わ た っ て 実施 し た 熱帯
林保全プロ ジ ェ ク ト の最終報告書 (英文 5冊 ) の う ち の
1冊 で あ る 。

21 種類 の 作物 で確認 さ れ た 害虫， 害獣， 病害 な ど 約
140 種が リ ス ト ア ッ プ さ れて い る 。 内訳 は害虫 91， 害獣
6， 線虫 3， 軟体動物 1， 病害 36， そ の 他生理障害 l で
あ る 。 そ の 主 な も の の病害虫 と 被害 の 写真 な ど が 16 図

版 ( 16 ペ ー ジ) 掲載 さ れ て い る 。 こ の 印刷物 は， 持団

作氏 ら が主 と し て 97-98 年 に行 っ た 調査 を ま と め た も の
であ る 。

発 展途上 国 で は ， し ば し ば そ こ に発 生 し て い る 病害虫
の診断 ・ 同定の必要 に 迫 ら れ る 時があ る 。 し か し現地で
は そ れが意外 に難 し い。 な ん と な れ ば病害虫 の 図版 類が
ほ と ん ど な い か， あ っ て も貧弱 で役立 た な い 場 合 が多
く ， ま わ り の有識者 に聞 い て も 適切な判断が得難い か ら
であ る 。 主 要作物 は ま だ し も ， マ イ ナ 一作物 の病害虫 と
な る と な お さ ら で あ る 。

こ の 印刷物 は ， 現地で病害虫 を 図版 と 見比べ て ， 大方
の判定 を す る の に 役立 つ と 思わ れ る 。 写真 は よ く 撮 れて
い て 被害状況 が分か る の で， 東南 ア ジ ア に出掛 け る 病害
虫関係者 に 紹介 し て お き た い。 調査が行 わ れた カ リ マ ン
タ ン は， 動物相が東洋 区 の マ レ ー亜 区 に 属 し ， 近隣 地域
の ジ ャ ワ島， ス マ ト ラ ， マ レ ー シ ア な ど の 地域 と の共通
種が多 い か ら ， こ れ ら の地域で も 役立 つ で あ ろ う 。

た だ欲 を 言 え ば， 多少 な り と も 図版 に 紹介 し た 病害虫
の発 生状況や重要性の記述があ る と よ か っ た と 思 う 。 今
後 に そ れ ら を 含 め た 完成品 を期待 し た い 。 (内藤 篤)

本会発行のシリーズ図書:植物保護ライブラリー
各冊 B 6判 定価 1 ，3 26 円 (本体 1， 263 円 +税)

「イネいもち病を探る J-研究室から現場までー

「作物の病気を防ぐくすりの話」

「虫たちと不思議な匂いの世界J

小野小三郎 著 送料 240 円

口絵カ ラ ー 2頁 本文 174頁

上 杉 康彦 著
本文 121頁 送料 240 円

玉木 佳男 著
本文 187頁 送料 240 円

「 日 本 ロー カル昆虫記J-虫の心 人の心 一 立 222 著
送料 310 円

「ミクロの世界に魅せられてJ-植物病原細菌の虚像と実像一 ZT 222 著
送料 310

「茶の効用と虫の害」

「リンゴ害虫の今昔J-融防除と潔境ー

刑 部 勝 著
本文 166頁 送料 240 円

奥 俊夫 著
本文 270頁 送料 310 円

ご購入 は， 直接本会「出版情 報 グル ー プ」 に申 し込む か、 お近くの 書l苫でお取り寄せ下さい
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